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令和5年 予算審査特別委員会（個別質疑） 

 

1 開 催 期 日   令和5年3月7日（火）  午前10時00分から午後12時06分 

 

2 開 催 場 所   市役所5階 本会議場 

 

3 出 席 委 員   佐藤敏男副委員長、滝久美子委員、坂本覚委員、稲田保子委員、桜井芳信委員、 

            鶴谷聡美委員、佐々木百合香委員、青木崇委員、島崎圭介委員、久保田智委員、 

山本博己委員、永井桃委員、人見哲哉委員、藤田豊委員、木村真千子委員、 

大迫彰委員、小田島雅博委員、野村幸宏委員、中川昌憲委員 

 

4 欠 席 委 員   橋本博委員長、沢岡信広委員 

 

5 委 員 外 議 員   なし 

 

6 市 側 出 席 者 

 

【企画財政部】 

 企画財政部長         川 村 裕 樹       財政課長           亀 山 貴 宏 

 ボールパーク施設課長     中 垣 和 彦 

 

【子育て支援部】 

 子育て支援部長        尾 崎 英 輝       子ども家庭課長        冨 田 英 禎 

 子ども発達支援センター長   高 屋 健一郎       子育て・学童担当参事     永 坂 隆 之 

 

【建設部】 

 建設部長           新 田 邦 広       庶務課長           中 居 直 人 

 都市設備課長         藤 本 正 志       建築課長           吉 岡   亮 

 土木事務所長         北 口   馨 

 

【経済部】 

 経済部長           及 川 浩 司       農政課長           山 田 孝 博 

 商工業振興課長        林   睦 昇       観光振興課長         橋 本 征 紀 

 

7 事  務  局 

 事務局次長          大 野 聡 美       書記             坂 井 明日加 

 

8 傍  聴  者   なし 

 

9 案     件   議案第16号 令和5年度北広島市一般会計予算 

            議案第17号 令和5年度北広島市国民健康保険事業特別会計予算 

            議案第18号 令和5年度北広島市霊園事業特別会計予算 
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            議案第19号 令和5年度北広島市介護保険特別会計予算 

            議案第20号 令和5年度北広島市後期高齢者医療特別会計予算 

            議案第21号 令和5年度北広島市水道事業会計予算 

 

            議案第22号 令和5年度北広島市下水道事業会計予算 

 

 

佐藤副委員長 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、審査方法等協議資料に記載のとおりであります。 

 審査に入ります前に、質疑の方法について確認いたします。質疑は提出をいただいた通告にのっとり行っていただ

きます。質疑の回数は3回までといたします。発言の順番は挙手をいただき、委員長が指名した順といたします。総

括質疑を行う場合には保留する必要がありますので、その旨を発言されますようお願いいたします。また、質疑及び

答弁は簡潔に発言をお願いいたします。 

 それでは、引き続き、一般会計予算の歳出の質疑を行います。 

 初めに、民生費の社会福祉費の子ども発達支援センター費、児童福祉費の母子・父子自立支援相談事業及び子ども

家庭総合支援拠点運営事業を除く児童母子福祉費、教育費の教育総務費の教育振興費のうち、幼稚園就園準備支援事

業、幼稚園協会連携事業及び幼稚園振興事業の質疑を行います。 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 おはようございます。1点ご質問させていただきたいと思います。 

 予算書105ページ、附属資料2ページにあります、子ども・子育てサービス利用者支援事業の拡大分について、そ

の内容についてお伺いしたいと思います。 

 マタニティースクールにおいて、新たな先輩ママさんたちとの交流ということでございますけれども、スクールの

開催頻度、どういう人数とか、また先輩ママというのはもう出産をして終わって子育てをしている最中の皆さんの状

況だと思いますけれども、交流会の中身とかそういったものを内容についてお伺いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

佐藤副委員長 

 永坂子育て・学童担当参事。 

 

永坂子育て・学童担当参事 

 おはようございます。私のほうから小田島委員の質問にお答えいたします。 

 子ども・子育てサービス利用者支援事業のまず回数ですけれども、年5回、4日間開催で行っております。 

 拡大内容についてでありますけれども、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない子育て支援体制を補強するため、

これまで母子保健に係る指導を中心としていましたマタニティースクールにおいて、子育て支援の観点から、育児に

ついての講座、それから先輩ママとの交流会などを追加して実施するものであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 小田島委員。 

議事の経過 
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小田島委員 

 分かりました。 

 あと、1 回当たりどのくらいの来るかというのは、まだ未知数だと思いますけれども、大体マタニティースクール

等には妊娠期間中とか子育ての人たち、大体今までもやっていると思いますけれども、大体平均どのくらいがお集ま

りになって実際実施されているのか、そこら辺の状況も追加でお願いしたいと思いますけれども。 

 

佐藤副委員長 

 永坂担当参事。 

 

永坂子育て・学童担当参事 

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 マタニティースクールですけれども、参加する方は妊娠後期の方が多いような状況となっておりまして、大体5名

から10名ぐらいの人員で妊婦の世代の方が参加している状況にあります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 次に。 

 人見委員。 

 

人見委員 

 私のほうからは4点質問いたします。 

 まず1点目です。ひとり親家庭支援事業、予算書103ページで、附属資料1ページです。これは、新年度の予算額

が 2022 年度より約 150 万円減少していますけれども、これは希望者が減ったのか、その理由について、まずお伺い

します。 

 次に、子ども未来応援事業、予算書 105 ページで、附属資料が 3 ページです。同じくこれも新年度の予算が 2022

年度に比べて約4割予算額が増えています。この理由についてお伺いいたします。 

 3点目です。私立認可保育所等運営費支援事業、予算書107ページで附属資料が3ページです。これも前年の予算

との対比ですけれども、約2割ほど増加しています。これはその理由についてもお伺いします。 

 4点目。保育士就労促進事業、予算書111ページで附属資料4ページです。これも予算が、新年度の予算が700万

円以上増額されていますけれども、これは新設される認定こども園に係るものと思われますけれども、保育士確保の

状況見通しについてお尋ねします。 

 

佐藤副委員長 

 子ども家庭課冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 人見委員のご質問にお答え申し上げます。 

 まず、ひとり親家庭支援事業についてでありますが、令和4年度当初予算では、高等職業訓練促進給付金の対象者

を12名で見込んでいたところでありますが、令和5年度は11名で見込んでいるところであります。これは、本年度

就学中の方のうち最終年度の方が4名いるところでありまして、来年度継続で就学の対象者が9名と、既に事前相談

のあった新規2名分を計上しているところであります。 
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 続きまして、子ども未来応援事業についてでありますが、令和 4 年度は、12 月時点で実件数 113 件の申請を受け

付け、およそ400万支給したところでありまして、当初の見込みを上回っている状況でありますことから、令和4年

の 12 月議会において補正予算を措置させていただいたところであります。令和 5 年度につきましては、生徒数の減

少はあるものの、高い利用ニーズは維持されるものと見込んで計上をしているところであります。 

 次に、私立認可保育所等運営費支援事業についてでありますが、4 月から新たに認定こども園として開設する施設

が2施設ございまして、延長保育事業で約70 万円、病児保育事業で約1,210 万円の増額を見込んでいるところであ

ります。 

 次に、保育士就労促進事業についてでありますが、新設される認定こども園からの聞き取りによりますと、内定し

ている職員のほぼ全員が新規就労支援金の対象となる見込みでありまして、ほかの施設におきましても退職補充によ

る新規採用の増などを見込みまして、令和4年度の当初予算から700万円以上の増額を見込んでいるところでありま

す。 

 また、保育士の確保につきましては、想定を上回る応募があり、余裕を持った職員数を確保していると法人から聞

き取っているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 人見委員。 

 

人見委員 

 では、再質問いたします。 

 まずひとり親家庭支援事業ですけれども、この支援の内容で教育訓練講座とか高等職業訓練などありますけれども、

これらの受講者の支援状況について具体的にお尋ねします。 

 次に、子ども未来応援事業ですけれども、これも応募する方、希望する方が増えているということですけれども、

利用状況の推移と内訳についてお知らせください。 

 3 点目。私立認可保育所等運営費支援事業ですけれども、この事業の内容の説明の中でも、市の単独補助というこ

とがありますけれども、この辺りについて、もう一度具体的に教えていただければと思います。 

 あと保育士就労促進事業ですけれども、これに関しては、きたひろ手当の助成対象者の内訳と推移についてお尋ね

いたします。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 お答え申し上げます。 

 まず、ひとり親家庭支援事業についてでありますが、教育訓練講座につきましては、令和3年度に2件、令和4年

度は3件あったところでありまして、高等職業訓練につきましては、令和3年度に11名、令和4年度は13名となっ

ているところであります。 

 次に、子ども未来応援事業につきましてですが、利用状況の推移につきましては、令和2年度は105件、令和3年

度は129 件、令和4年度は12月末現在ですが113 件となっているところであります。内訳についてでありますが、

令和2年度は塾、家庭教師、通信教育等学習に関するものが80件、その他の習い事が25件、令和3年度は学習に関

するものが104件、その他の習い事が24件、令和4年度は現在のところ学習に関するものが86件、その他につきま

して27件となっているところであります。 
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 次に、私立認可保育所等運営費支援事業についてでありますが、市の単独補助につきましては、1 歳児の職員配置

につきまして、国基準では保育士1人に対して子ども6人のところ、市では保育士1人に対して子ども4.5人と手厚

く配置しているところでありますことから、その差となる人件費相当分を補助しているほか、特別支援児童を受け入

れている施設に対しまして、加配保育士の人件費相当分の補助などを実施しているところであります。 

 次に、保育士就労促進事業についてでありますが、きたひろ手当の助成対象者の推移についてでありますが、令和

2年度支給対象者は延べ144名、新規就労祝金が16名、継続祝金が22名で事業総額が計1,760万5千円。令和3年

度支給対象者が延べ137名、新規就労祝金が15名、勤続祝金が18名で事業総額が1,720万5千円。令和4年度支給

対象者は延べ138名、新規就労祝金が13名、継続祝金が19名で事業総額は1,703万円となっております。令和4年

度につきましても、令和3年度と同様に複数の施設におきまして想定外の退職者が発生したことなどにより、当初の

支給見込みより若干下回るという結果となっているところであります。また、毎年新規勤続祝金対象者が発生してい

るにもかかわらず延べ人数及び事業総額が横ばいとなっていることから、中堅層の入れ替わりは大きいと分析をして

いるところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 人見委員。 

 

人見委員 

 保育士就労促進事業についてお尋ねします。 

 今のご説明の中で、なかなか、新しい人が入ってくるけど中堅層の定着がなかなかというような話をされていまし

たけれども、今回また新しいこども園とかもできますけれども、充足状況というのは、先ほどはたくさん応募がある

と伺っておりますけれども、バランス的に、何ていうんですか、中堅層がいなくなって新しい方だけなんですけれど

も、バランス的に問題がないのか、その辺どう伺っているのか、まず聞きます。そして、もう一点なんですけれども、

新しい人というのは市内からの方が多いんでしょうか、それとも市外からも入ってきているのか、その辺りについて

もお尋ねいたします。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 お答え申し上げます。 

 バランスの問題でございますけれども、まず経験年数に応じた加算等もございますので、ある程度その上の部分に

つきましては、若干絞られた形で皆さん配置をされているとこちらのほうとしては認識しているところでありまして、

その後、例えば結婚して子育て終了後の方の再就職等も図られていることから、特段こちらのほうでは支障がないも

のと考えているところであります。また、保育士の雇用の関係でございますけれども、市内市外の部分、現在分析し

ている資料が手元にございませんので、後ほど個別にお答えさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 続きまして、佐々木委員。 
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佐々木委員 

 私からも数点質問をいたします。 

 まず保育園一時預かり事業についてです。予算が 43 万円増えております。子育て世代が増える見通しによって利

用の増加を見込んだものなのか、確認いたします。 

 2 つ目は幼稚園振興事業です。予算が 70 万円増となっていますが、新しい取組などがあるのかどうか、確認いた

します。 

 3つ目は協働事業出張型ひろば事業です。これまでの開催実績ですとか来場の傾向についてお伺いいたします。 

 4 つ目は子どもの権利擁護事業です。子どもの権利推進委員会に高校生オブザーバー参加とあります。子どもの委

員は何人募集するのか、また参加のイメージについても教えてください。 

 最後に、子ども未来応援事業です。2022 年予算になかった財源のその他 480 万円の内容です。予算書 105 ページ、

附属資料3ページです。こちらは繰入金だと推察するのですがいかがでしょうか、伺います。 

 

佐藤副委員長 

 亀山財政課長。 

 

亀山財政課長 

 私のほうから、子ども未来応援事業の財源につきましてご答弁申し上げます。 

 子ども未来応援事業のその他特定財源480万円につきましては、北広島市まち・ひと・しごと創生基金の繰入金で

あります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 佐々木委員のご質問にお答え申し上げます。 

 保育園一時預かり事業についてでありますが、こちらにつきましては、コロナ前の利用水準に戻りつつあることや、

児童福祉法の改正によりまして、一時預かり事業におけるレスパイト目的の利用が可能であるという旨が明確化され

たことから、令和5年度からはリフレッシュ利用の日数制限を月2日以内から月4日以内に見直したことに伴いまし

て利用者の増加を見込んでいるところであります。 

 次に、幼稚園振興事業についてでありますが、こちらにつきましては、キッズラボ北海道ボールパークFビレッジ

認定こども園の開設に伴います客体の増加による事業費の増加を見込んでいるところであります。 

 次に、協働事業出張型ひろばにつきましてですが、利用実績につきましては、令和3年度は3か所で30 回を開催

いたしまして、延べ243人の参加があったところであります。令和4年度につきましては、12月末時点の実績で、3

か所、27回の開催で174人の参加があったところであります。 

 次に、子どもの権利擁護事業につきましてですが、高校生のオブザーバー参加につきましては人数は今後決定いた

しますが、現在3名程度の高校生が参加できるよう考えているところでありまして、市内在住、または市内に通学し

ている高校生を対象としまして、広報、ホームページにより募集するほか、市内の高校に協力を依頼していくという

予定としているところであります。 

 以上であります。 
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佐藤副委員長 

 佐々木委員。 

 

佐々木委員 

 保育園一時預かり事業については日数制限が緩和されるということで、よかったと思います。 

 幼稚園振興事業についてはよく分かりました。 

 協働事業出張型ひろば事業についてです。協働事業で開催場所とか時間帯など追加の検討について、遠くて行けな

い親御さんもいるのではと思うんです。団体のほうと検討していることがあれば伺います。 

 子ども未来応援事業について、繰入金、まち・ひと・しごと基金から繰入れということですが、毎年こちらの事業

については、予算の出どころといいますか、事業に充てる予算が毎年いろいろ変わっているので、いろいろとやりく

りに苦労されているのかなとも思うんですけれども、こういうふうになってくると、何かいつなくなるのか分からな

いようなイメージも持つんですよね。今後の展開について伺いたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 協働事業出張型ひろばについて、再質問にお答えいたします。 

 開催場所につきましては、8 月に西の里地区に放課後等の子どもの居場所機能を備えました児童活動センターの開

設を予定していることから、ひろばを開設する場所については検討したいと考えております。 

 次に、子ども未来応援事業についてでありますが、現在一定の利用実績があるところでありまして、必要に応じて

これからも支援をしていくということを考えているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 ほかに。 

 山本委員。 

 

山本委員 

 私のほうからは保育所等整備事業、予算書109ページ、附属資料4ページなんですけれども、この事業は2億円ぐ

らい予算増になっているんですけれども、4 施設の子ども・子育ての施設の定員拡大増ということなんですけど、具

体的な施設の増ですとか床面積、保育士の確保等について、内容的にはどういう事業展開されるのかということをお

聞きしたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 山本委員のご質問にお答え申し上げます。 

 保育所等整備事業につきましては、保育の必要量の見込みに対して不足が生じることから、市内の既存事業所4施

設で施設整備を伴う保育定員の拡大のための予算を計上したところであります。内訳等につきましては、大谷むつみ

認定こども園が移転改築で2号3号定員合わせて19名の増員、既存施設よりも162.67平米増の1030.62平米。広島
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幼稚園と北広島かおり幼稚園が3歳未満児の保育棟を増築することにより、幼保連携型認定こども園に移行いたしま

すが、広島幼稚園が3号定員28名の増員、保育棟と渡り廊下を合わせて356.79平米増の1040.78平米。北広島かお

り幼稚園が3号定員15名の増員、保育棟等と渡り廊下を合わせて346.51平米増の978.50平米。また、本年4月に

幼稚園型認定こども園に移行する広島天使幼稚園が、隣接地に小規模保育事業所を新たに整備し、3 号定員 19 名の

増員、188.55 平米となる予定でありまして、いずれも国が定める基準面積等に適合しているということを確認して

いるところであります。 

 また、今回の施設整備に伴います新たな保育士確保につきましては、認定こども園化する2園につきましては、単

純な定員の増ではなく、1号幼稚園部門から2号3号保育園部門に組み替える拡大であることから、さほどの影響が

ないものと考えているところでありまして、その他の園も含めまして市の保育士配置基準に適合させる形で各法人が

認可申請等を行うものと考えているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 私のほうから2つお伺いします。 

 まず、子どもの権利擁護事業について伺います。予算書103ページ、附属資料は2ページです。質問としては、広

報、周知、啓発についてということで通告しています。 

 今年度、条例の制定から 10 周年の事業に様々取り組まれてきまして、その中でも、周知、広報もクリアファイル

のデザインのリニューアルでしたり様々取り組んできていることは承知しています。2023 年度の広報、周知、啓発

について、どのように検討されているのか伺います。 

 次に、子ども第三の居場所整備事業について質問します。附属資料3ページです。 

 開設に向けて繰越明許で4,670万円整備費として記載があり、運営費としては2,539万円ということで予算になっ

ています。この第三の居場所事業、昨年のこの構想について説明があったときから、学校や家庭に居場所のない子ど

もたちを対象にしてということ、あと地域の子ども、子育て家庭ということで伺っています。子どもとその家庭が抱

える多様な課題に応じた生活習慣の形成とか学習支援ということで伺っていますけれども、この対象となる子どもた

ちや子育て世代への分かりやすい情報発信がスタート時に発信されることが大切かなと考えます。地域に認知しても

らうことで、子どもたちがこの新しい居場所を安心して利用できる場所と認識してもらいたいと私も考えていますの

で、スタートする前に、西の里地域の住民に向けた説明会ですとか、あと関係機関の皆様に、子育て支援や子どもを

見守る活動に関わっている皆さんに知っていただいて理解してもらいたいと考えます。地域への説明会などの実施に

ついて、どのように考えているのか伺います。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 鶴谷委員のご質問にお答え申し上げます。 

 子どもの権利擁護事業についてでありますが、広報、周知、啓発につきましては、4月 1日施行のこども基本法に

伴いまして、国により各種の広報、周知、啓発が図られるものと考えておりますけれども、本市におきましても、こ

れまでのパネル展や啓発物の配付など、引き続き実施することによりまして、子ども権利の周知に努めてまいりたい



R5.3.7【令和 5年度 予算審査特別委員会】個別質疑 3日目 

 

9 

と考えております。 

 次に、子ども第三の居場所につきましてですが、準備等につきましては、既に校長会議等で各校長にはお話をさせ

ていただいたところでありますが、令和5年度におきましては、対象児童生徒への周知のほか、関係機関であります

学校や地域住民等への説明会を実施する予定としているところであります。3月 1日付で運営受託候補者となりまし

た事業者からも、周知、広報に関する提案をいただいているところでありますので、事業者と協議しながら進めてま

いりたいと考えているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 では、子ども第三の居場所整備事業について再質問します。 

 運営の委託料として、資料では1,798万6千円ということで記載があります。利用時間についても、以前からの資

料によりますと、9時半から夕方の6時半までとなっていましたが、実際、現時点想定しているのも同じ、引き続き

変わらないのかというのと、あと生活支援や学習支援が必要な子どもたちに対しては、送迎をしてピックアップして、

ここの居場所で過ごしてもらうとお話も聞いていますが、この送迎利用の時間帯というのは何時頃を想定しているの

か伺います。それからもう一点。食事の提供、調理指導というのもこれまでの指導の資料の中で記載があったんです

けれども、その食事の提供、調理に関しては、昼食、おやつ、夕食、どの時間帯で合わせて行うイメージなのかと伺

います。すみません、細かいんですけれども、委託料に関しては人件費が大半を占めると推察します。人員配置はど

のような見込みで検討しているのかというのを伺います。3月 1日に事業者を決定したというのが今お答えにありま

したけれども、分かれば、今の時点での考えをお伺いしたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 お答え申し上げます。 

 まず利用時間帯につきましては、以前説明させていただきましたとおり、午前9時30分から午後6時30分までと

いうことで公示をして委託事業者を募集して、今回決定ということになっております。送迎利用の時間帯につきまし

ては、この時間帯の中で、まず朝につきましては、主に不登校の児童について朝送迎をして、午前中そこでリモート

で授業を見ていただくですとか、あるいは自習をしていただくということを考えているところでありまして、昼、例

えば食事を食べてから帰っていただくですとか、必要に応じておにぎりを持たせてというような形で帰すことを考え

ているところであります。また、引き続き午後につきましても、放課後の勉強の中で、栄養の状況等によりまして、

一緒に調理をしたりですとか、あるいはそこでご飯を食べて帰るということを考えているところであります。それか

ら食事の時間帯につきましては、今説明いたしましたとおり必要に応じてという形で、常にその子に対して出さなき

ゃならないということはなくて、その子の状況をスクリーニングしまして、必要な状況に応じて出していくというこ

とを考えているところであります。 

 人員配置につきましては、現在事業者のほうから細かい詰めのほうをしているところで、これからその分、提案に

ついて仕様の中にまた盛り込んでいった中で契約をしていくことになりますので、今のところ仕様の中では5名から

6名程度の配置を想定しているところでありますが、正式にはまだ決まっていないところであります。 

 以上であります。 
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佐藤副委員長 

 よろしいですか。 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 もう一点、先ほどの2回目の質問で伝え漏れたんですけれども、その送迎に関して、送迎というのはやはり車両の

用意が、確保が必要になるのかなと思いまして、この送迎車両の確保はどのように行っていくのか、この予算の中に

組み込まれているのかを確認したいと思います。 

 そして、これは要望としてなんですけれども、私の住んでいる西部地区の輪厚児童センター、今開館からもう 20

年以上の年月が過ぎて、変わらず地域の皆さんと地域の子どもたちを見守ってくださる大事な施設となっているんで

すけれども、そこの輪厚児童センターも、整備された際は、学童クラブの保育施設のほうは、やっぱり施設が新しく

なったということで保護者も含めてにぎわっている感じだったんですけれども、児童センターのほうの一般来場数が

なかなか伸びなくて構成員の先生たちも頭を抱えていたというのを、そういう状況があったというのを、私も覚えて

います。新たな子育て施設での事業が始まるということを、やっぱりしっかり地域住民に伝えて、共通認識を持てる

ように、いろんなこと、市や事業者だけではなく、いろんな取組を共有していただきたいと思います。やっぱりそう

いう姿勢があると子どもたちも安心して、あそこは行ける場所なんだとなっていくのではないかなと思いますので、

その点を要望したいと思います。 

 1点、質問へのお答えをお願いします。 

 

佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 お答え申し上げます。 

 車両につきましては、委託の積算の中でリースで積算をしているところでありまして、先日受託候補事業者との打

合せの中でも、車両の手配につきましては早急にやっていくという旨のご回答をいただいているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 次に、青木委員。 

 

青木委員 

 私からは、保育士就労支援事業についてお尋ねをいたします。通告させていただいた質問に関しましては、他の議

員の質疑で理解をいたしましたんですが、1 点、先ほどもご答弁の中で、保育所側が想定を上回るような就労希望も

あったというようなご答弁ございましたけれども、このいわゆるきたひろ手当が就労希望に及ぼした影響といいます

か、そういったものが1つの決め手になったのかどうかという検証が必要だと思います。ちょっと前も言わせていた

だきましたけれども、特に新規就労希望されて新規で就労された方々に対しまして、このきたひろ手当の認識ですと

か、就労する際にきたひろ手当を知っていたかとか、こういったものの検証、アンケート等をこれまで行われている

のか、行われてないとすれば今後行う予定があるのか、ちょっとお尋ねいたします。 
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佐藤副委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

 青木委員のご質問にお答えいたします。 

 昨年度きたひろ手当のアンケートを実施しているところでありまして、その中では、新規の中では各学校等にポス

ター等の掲示があったことにより認知しているという方がいらっしゃいました。ただ、アンケート結果の中では、雇

用の継続には、きたひろ手当のような手当の有無というよりは、職場環境ですとか人間関係に課題があるということ

が、こちらのほうとしても認識しているところでありますので、今後につきましては、保育士が働きやすい環境整備

ということも併せて検討していく必要があるものと考えているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 青木委員。 

 

青木委員 

 ぜひこのようなアンケートは継続してやっていただきたいなと思っております。せっかく北広独自の保育士の就労

支援の事業でございますので、どのような効果があるのかは引き続き検証していっていただきたいなと考えます。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 通告されてない委員の質問はありますでしょうか。 

 ないようでございますので、以上で子育て支援部所管の民生費及び教育費の質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前10時31分 

再 開  午前10時32分 

 

佐藤副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 次に、農林水産業費の質疑を行います。 

 山本委員。 

 

山本委員 

 私からは、まず経営発展支援事業、予算書 131 ページで附属資料 41 ページですけれども、これは新規就農者の支

援を行うという内容ですけれども、この新規就農者の実績と、今後の新規就農者の状況、これはどうなっているのか

お聞かせ願いたいと思います。 

 それからもう一つは、経営継承・発展等支援事業、予算書 133 ページで附属資料 42 ページですけれども、これ農

業の担い手の継承者への支援ですけれども、この担い手継承者のこれまでの実績と今後の取組、今までどんなことや

ってきて実績どうだったのかということと、今後の取組どうなっているのかというあたりをお聞かせ願いたいと思い

ます。 
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 それから、森林経営管理事業、予算書 135 ページで附属資料 39 ページになりますけれども、この森林経営管理事

業の進捗状況、4 年度に実施した対象所有者数、あとアンケートの実施状況、それと今後の取組等についてお聞かせ

願いたいと思います。それから、基金の取崩しを行っているんですけれども、この事業における基金の取崩しの影響

などはどう考えているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

 それから次に、鳥獣による農作物等被害防止対策事業です。これについては毎年お聞きしているんですけれども、

予算書 133 ページで附属資料 42 ページですけれども、駆除の状況と課題、それから今回駆除を強化するということ

なんですけれども、駆除の強化策についてどう考えているのか、お示しいただきたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 山田農政課長。 

 

山田農政課長 

 山本議員のご質問にお答えいたします。 

 経営発展支援事業につきまして、この事業につきましては、持続的な農業の発展のための農業者の確保を行うため

に、一定の要件を満たす青年の新規就農者や経営継承者に対しまして、就農直後の経営が不安定な時期に、国と北海

道におきまして、融資を伴う農業施設等の整備にかかる費用の4分の3を市を通して支援するものでございます。 

 新規就農者の実態につきましては、法人個人合わせまして、令和元年度以降7経営体が就農している状況となって

おります。今後の可能性につきましてですが、道央農業振興公社研修生の就農が令和5年に1名予定されているとこ

ろであります。また、令和6年度以降、北広島市を就農希望地として現在研修をされている研修生が3名いるところ

となっております。 

 続きまして、経営継承・発展等支援事業についてでありますが、この事業については、農業後継者が担い手から継

承し経営を発展させていく取組に対しまして、国と市で支援を行う事業となっております。農業後継者の経営継承に

係る直近の実績につきましては、令和3年度に1名、令和4年度に2名継承がされているところであります。 

 経営継承につきましては、農業者の経営判断が大きく関わるものでありますことから、農業者の方から経営継承に

ついて相談があった場合にありましては、関係機関とともに丁寧に対応してまいりたいと考えているところでありま

す。 

 続きまして、森林経営管理事業についてでありますが、こちらの事業の進捗につきましては、令和4年度におきま

しては、令和3年度に調査対象として上がりましたモデル地区の中から、所有者10名、所有面積91.2ヘクタールを

調査対象といたしまして、より森林整備の優先度が高い数名について洗い出しを行い、具体的な事業説明や、必要な

伐採や造林、保育等の施業の説明を実施しているところであります。 

 アンケート調査につきましては実施せず、早期の森林整備に向けた具体的な所有者交渉ということで取組を進めて

いるところであります。また、今後につきましても、森林所有者の交渉を引き続き進めまして、早期の森林整備につ

なげていきたいと考えているところであります。 

 次に、基金の取崩しの影響についてでありますが、本事業につきましては、森林環境譲与税の範囲内で行うことと

しております。そのため、今のところ影響はないものと考えているところであります。 

 次に、鳥獣による農作物等被害防止対策事業についてでありますが、当市におきましては、銃による駆除が難しい

地域が多いことから、基本的にはくくりわなによる捕獲をメインとしております。また、定期的に三島、仁別地区の

森林における銃による一斉捕獲を実施しているところであり、令和5年の1月末現在で、184頭のエゾシカを駆除し

たところであります。そのほか、キツネは 28、カラス等の鳥類は 1,315 という実績となっております。課題といた

しましては、農業被害の多いエゾシカにつきまして、当市内では銃を扱えるエリアが限定されていることから、くく

りわなに頼らざるを得ない状況であるところが課題と考えているところであります。また、大型の囲いわなにつきま

して、現在国有林の中で試験的に設置をさせていただいておりますが、こちらについては冬期間の実施ということで、
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維持管理に人手がかかっていること、また、捕獲した個体を運ぶために車両等の通行が近くまで寄せなければならな

いということがあります。そういったことから配置できる場所が限定されてしまっているという状況にあり、拡大が

今のところできないというところの状況にあります。駆除の強化策についてでありますが、こちらにつきましては、

猟友会の皆さんとも引き続き連携をしながら、地道な駆除活動これに尽きるということで、猟友会の皆さんとはお話

をしているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず、新規就農のほうなんですけれども、1名 2名という形で、6年以降は3名ぐらいが来そうだということで、

地道ではあるけれども来ていらっしゃると思うんですけれども。そこら辺の支援策と今後新規就農者を継続的に確保

していく、そういう取組についてはどのようなことをされていくのかということと、それと担い手の育成のほうなん

ですけれども、今農業者の後継者、不足しているというような状況なんですけれども、後継者の状況というのはどう

いう状況になっているのかということと、それから地域での、令和5年度アンケートを行うようなことも言われてい

るんですけれども、どんなことを令和5年度でやっていくのかというようなこともお聞きしたいと思います。 

 それから、鳥獣のほうなんですけれども、これエゾシカなかなか、囲いわなも難しいということですけれども、か

なり捕獲はしているんですけれども、このエゾシカをジビエ等で加工していくというところが、加工施設がなくなっ

てしまっているということで、なかなかそこら辺が難しいということなんですけれども、いろいろ検討されていると

いうことなんですけれども、どういう状況になっているのか教えていただきたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 山田課長。 

 

山田農政課長 

 お答えいたします。 

 経営発展支援事業の新規就農者の支援、確保についての課題、取組についてでありますが、就農希望者の希望する

経営内容に適した農地を確保できるかどうか、こういったところが課題になっているところであります。こちらにつ

きましては、農業委員会など関係機関と連携いたしまして、市内の農地、そういったところの情報収集を行っている

ところでありますので、引き続き情報収集、また相談対応に努めてまいりたいと考えております。また、道央農業協

同組合管内の4市の共通課題といたしまして、道央農協と道央農協管内4市とで構成する道央農業振興公社におきま

して、相談対応や研修に取り組んでいるところであります。また、認定新規就農者への関係機関との連携をした技術

指導、そういったことも就農後の支援として継続して実施しているところでありますので、今後につきましても、新

規就農者の支援に取り組んでまいりたいと考えているところであります。 

 次に、経営発展支援事業の後継者不足と言われる中での対応ということについてでありますが、令和5年度から法

定化されます地域計画、この中では、将来の農業また農地の在り方を示すものとなっておりまして、現在の農業者の

状況把握というものがまずは大事になってきます。このことから、地域計画の策定に向けまして、市内の農業者の方

に意向調査を実施することとしております。現在はこの内容や方法につきまして、どういったことが必要かどうかと

いうのを検討しているところでありますが、後継者の状況というものは非常に大切になってきますので、改めてここ

で把握をしてまいりたいと考えているところであります。 

 次に、鳥獣による農作物等被害防止対策事業のジビエの活用に関してでありますが、ジビエの活用に係る加工施設
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との連携につきまして、現在市内で加工業を営まれている方がいらっしゃいますので、こちらの方とこれまで協議を

続けてきております。今年度内の締結に向けて最終の現在調整をしているところでありますので、引き続き年度内の

締結ができるよう進めてまいりたいと考えているところであります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 よろしいですか。ほかに。 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 私からは、森林経営管理事業につきましては、先ほどの山本委員の質問と答弁で了解いたしました。私は経営発展

支援事業新規750万円というのがついていますけれども、ここの予算附属資料の説明の中で、改めて確認したいんで

すけれども、認定新規就農者という定義について、もう一度ご説明いただきたいということと、経営発展のために必

要な機械、設備、施設、その導入等の取組を支援するということでございます。750 万円つけていますので、それを

具体的に、どの何件というのか何名に対して、来年度の予算の中ではどういうことに、支援する使途はどういうもの

があるのかという内容についてお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 山田課長。 

 

山田農政課長 

 小田島委員のご質問にお答えいたします。 

 経営発展支援事業におきます本事業の認定新規就農者の定義についてでありますが、こちらにつきましては、新た

に農業経営を営もうとする原則18歳以上45歳未満の青年、または効率的かつ安定的な農業経営を営むために活用で

きる知識・技術を有する 65 歳未満の者の中で、市町村の基本構想に照らし、適切で達成される見込みが確実な青年

等就農計画を作成し、市町村に認定された方、この方を認定新規就農者として定義をしております。また、今年度の

事業の対象についてでありますが、要望調査の中では、当市では2名の方が制度利用を希望されております。この方

たちはビニールハウスなどの整備を希望されているというところで、必要な経費を積算しているところであります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかに。 

 人見委員。 

 

人見委員 

 私も1点、経営発展支援事業について確認のためにお尋ねいたします。 

 今いろいろご説明していただきましたけれども、これからも新規就農者というのは市の農業にとって大事なものだ

と思いますけれども、これが今回2名で750万円という予算ついていますけれども、今後も例えば希望者がいればこ

うやって予算化していくんではないかと思いますけれども、ここに人数の上限とかというのは設けられるんでしょう

か、それについてお尋ねします。 
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佐藤副委員長 

 山田課長。 

 

山田農政課長 

 人見議員のご質問にお答えいたします。 

 経営発展支援事業の内容でございますが、こちらの事業につきましては、対象となる方がいらっしゃる場合につい

ては、国の事業の動向にもよりますが、制度を希望する方、そういった方には相談に応じてまいりたいと考えている

ところであります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 それでは1点だけ、ちょっと確認の意味も込めて。毎年聞いている質問ですが、農林水産業費の130ページで、ア

ライグマのわなについて。昨日の環境課の質問で、今 60 台わながあって、作物の収穫ピーク時でもわなの数は足り

てお待たせすることはないという答弁でした。それで、農政課としてはこのアライグマのわなに関して、令和5年度

で増加の予定があるのかないのか、その辺ご説明お願いします。 

 

佐藤副委員長 

 山田課長。 

 

山田農政課長 

 藤田委員のご質問にお答えいたします。 

 アライグマのわなの令和5年度の増加ということでございますが、令和5年度につきましては、3台を購入を予定

として積算をしているところでございます。こちらのわなにつきましては、令和5年度はこれまで使用している中で、

劣化または故障した箱わなの代替用を想定しての購入ということで予定をしているところであります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 私から、ちょっと繰り返しになりますけれども、森林経営管理事業についてお伺いしたいと思います。 

 先ほどの答弁にもあったんですけれども、アンケートのような内容の状況把握については、以前も山田課長に聞い

て承知をしているんですけれども、その森林計画、これ拡大なんですけれども、所有者の委託を受けたものは、施業

や保護について5年の計画を立てるということになっていると思うんですけれども、その市内の森林所有者へのアン

ケートも含めたときに、経営計画の積極的な投げかけというんでしょうか、そういったものはどのぐらいできている

のかなという、要は自分の森がお金を生み出していくというようなことを含めて、積極的に周知についてはどのよう

にされているのかなということをお伺いしたいと思います。 
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佐藤副委員長 

 山田課長。 

 

山田農政課長 

 島崎委員のご質問にお答えいたします。 

 森林経営管理事業の施業計画についての周知についてでありますが、こちらにつきましては、これまで森林施業が

長きにわたって行われていないという状況の中で、所有者の方たちがそもそも自分たちの森林があるということ、相

続された方も含めて、未登記の場合もあり、所有されているということを認識されてない方たちもいらっしゃいます

ので、急に話を持っていっても分からないということが多々あります。そういったことから、アンケートではなく、

まず森林施業を始めるということを今回は大事にしておりますので、可能性のある方、ここに的を絞ってお話をさせ

ていただいています。その中で、実績が上がってきたというところを捉まえて、今後につなげていって、所有者の方

たちには引き続き、まずはホームページですとか、所有者探しにかなり時間を要しますので、一般的なところのまず

周知方法ということで進めていきながら、個別の森林整備ができそうなところ、そういったところがまた出てきまし

たら当たっていきたいと考えているところであります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 事業、その内容まずはしっかり把握するということについては大事なことかなとは思うんですけれども、細かい林

班計画とは別にして、市内で今ニーズがありそうな箇所とか箇所数、それからヘクタールだとかそういったこととい

うことまで現段階で押さえているのか、今後それに進んでいくのかということも含めて、そういったことが出てきた

中には、以前課長ともお話ししたと思うんですけれども、周囲の林業者だとか、自伐型林業のそういった育成も含め

て、もう少し自治体が関わっていってもいいんじゃないかなということはいろんなところからは聞いてはおります。

私もなりわいで関わったりすることもあるんですけれども、複雑なその申請だとか技術力というのは承知はしている

んですけれども、ちょっと PR が少ないのかなという気はするんですよね。ですから、補助金は結構多種多様にある

し、林業に関わっては 10 種類以上あったんでないかなと思うんですけれども、そういったことの周知も含めて、山

の手入れをするということで、木切るな、木切るなと言う人結構いるんですけれども、そうではなくて、これからの

いわゆる、野村議員から後ほど質問あるかもしれませんけれども、エネルギーということはもうちょっと先のことか

もしれませんけれども、手前の山を手入れするということに関しては、自分の庭を手入れすると同じことなものです

から、そういったことでのなりわいとして生み出していくようなことというのを積極的にやってほしいと思っていま

すけど、その辺、市の考えをお伺いしたいなと思います。 

 

佐藤副委員長 

 山田課長。 

 

山田農政課長 

 ご質問にお答えいたします。 

 こちらのまず施業ニーズを踏まえた中での広がりというところなんですけれども、まずは森林経営計画の中でやっ

ていくこと、そして所有者の方たち、やはり自分たちがまず山を持っているということを知ってもらうというのが大
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事なので、そういったところは引き続きやっていかなきゃいけないというのは考えているところであります。また、

人材育成の部分については、今北海道で林業の即戦力を養成する専門学校というものを令和2年度に開設しておりま

す。この中で各地の市町村含めて全体で賛助金ということで支援をしているというところではありますが、そちらに

興味を持ってもらうことがまず必要になってきます。ですので、そういった林業に興味を持ってもらうということで

の取組という支援、周知、そういったことは別途考えていかなきゃいけないと考えているところであります。また当

市におきましては、今年度協定を結びました白樺養護高等学校の生徒さんと今回事業をやっていく中で、木材加工の

事業者さんとつながる、お知り合いになるというきっかけがありまして、木材加工関係の方々が白樺高校に見学に来

られて木工授業というものを見られているというところもあります。実践的な林業とはちょっと離れるんですけれど

も、これらの木材産業全体という意味での人材育成というところでは、そういった事業者の方と生徒さんたちとがつ

ながって、将来的に就職につながることがあれば、そういう事例を、いろいろ周知をしながら林業そのものに興味を

持っていただくとともに、当市に合った人材育成の方法というのがどういったものがいいのかというのは検討してま

いりたいと考えているところであります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 今山田課長のほうからありました、白樺養護学校についての作業ということについては、まさしくボールパークか

ら出た材がいい形でいろんなグッズになったりしてきているのは、皆さんご存じのとおりだと思うんですけれども、

手前のところで材を生み出していくところの山から材を出すところの作業というのが、非常に今かかる手が少ないも

のですから、そこのやっぱり経営手法も含めて、その部分の今専門学校というのはあったんですけれども、私有林の

ところはもちろん持ち主がある、その意向があるんでそこは十分承知をしているんですけれども、今たまたま出まし

たけど、市有林の場合はそれなりにもやっぱり手入れをしていかなければならないということはこれから出てくると

思うんです。そういったことを考えると、積極的な市有林の活用方法という意味でも、この森林経営計画ということ

を立てていく必要が市としては僕はあるんじゃないかなと思っているんで、この点については、また課長といろいろ

とお話しさせていただいて、今後の推移を見守っていきたいなと思っていますので、積極的な活用を考えていただき

たいなと思っています。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 ないようですね。 

 通告されてない委員の質問はありますでしょうか。 

 ないようです。 

 以上で、経済部農業委員会事務局所管の農林水産業費の質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前10時58分 

再 開  午前10時59分 
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佐藤副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 次に、商工労働費の質疑を行います。 

 ありませんか。 

 山本委員。 

 

山本委員 

 私からは、企業誘致推進事業、予算書 139 ページと附属資料 42 ページなんですけれども、誘致実績と見込みのこ

となんですけれども、輪厚工業団地含めて令和4年度の誘致実績、工業団地含めて令和4年度の誘致実績と、令和5

年度以降の誘致見込み。現在輪厚の工業団地に、稼働状況を含めて、そこら辺をお示し願いたいと思います。 

 もう一つ、買物不便者対策事業なんですけれども、予算書 137 ページで附属資料 43 ページですけれども、令和 5

年度事業におけるニーズ把握を行うということなんですけれども、どういう手法でやろうとしているのか、またニー

ズに基づく新たな取組というのはどういうものをやろうとしているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 林商工業振興課長。 

 

林商工業振興課長 

 山本委員のご質問にお答え申し上げます。 

 まず、企業誘致推進事業についてでございますが、令和4年度の誘致実績につきましては、輪厚工業団地の販売状

況につきまして、35 区画中 33 区画を 15 社へ分譲をしております。残り 2 区画についても、現在輪厚工業団地に立

地をしております企業2社と購入時期等を含めて商談を進めており、うち1社につきましては購入の意思表示をいた

だいておりますことから、令和5年度に販売ができるよう具体的な手続を進めてまいりたいと考えております。輪厚

工業団地の操業状況についてでございますけれども、現在33区画中22区画が操業済みとなっており、操業率は面積

割で 65.2％となっております。令和 4 年度につきましては、大和ハウス工業株式会社所有地におきまして、テナン

ト型物流倉庫として1区画が操業を開始し、1区画が着工をして現在建設中となっております。そのほか株式会社ユ

ニシス所有地において医療用器具製造工場が、株式会社日商所有地におきまして産業用機械器具賃貸修理工場がそれ

ぞれ操業を開始しております。令和 5 年度につきましては、1 区画で着工、2 区画で操業が開始される予定となって

おりまして、輪厚以外にも大曲地区で物流倉庫の操業も予定されているところでございます。 

 続きまして、買物不便者対策事業についてでございます。令和 5 年度につきましては、平成 30 年度に実施をいた

しました日常の買物に関するアンケート調査から5年が経過をし、市内における支援ニーズの変化について実態把握

が必要と考えておりますことから、令和 5 年度中に市内の買物不便区域にお住まいの 65 歳以上の方を対象としたア

ンケート調査を実施する予定でございます。アンケート調査の回答がまとまり次第、集計分析を行いますとともに、

買物環境の実態や市民ニーズについて整理をし、買物不便者対策の具体的取組の検討につなげてまいりたいと考えて

おります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 企業誘致のほうなんですけれども、あと区画としては2つということで1社が見込みあるということで、区画的に
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は売れているというような実績になっていますけれども、前から指摘しているように操業率が 65％ということで、

非常に少ないんですよね。これ大和ハウスの持っている土地含めて、きちんと操業を行うように促すべきだと思いま

す。これについては以前も一般質問しましたけれども、買戻特約の時期もありますので、どういう形で大和ハウスの

操業を促進していくのかというあたりの対策についてどう考えているのか、お聞かせ願いたいと思います。 

 それともう一つは、以前アンケート調査やって買物が非常に不便だというのが3割ぐらいいらっしゃったというこ

とで、ただ今回のニーズ調査というのを、同じ地域にまた同じ形の質問をするのかどうかということはもっと考えな

きゃいけないと思うんです。その当時と、経年で見るという考え方もあるとは思うんですけれども、そのときから実

情かなり買物の状況も変わってきているということなんで、対象地域、対象者、そこら辺のことですとか、それから

ニーズ調査の中身についても、ただ不便ですかどうですかということじゃなくて、どういう形の買物の対策が必要な

のかとかそういう具体的な内容、もうちょっと詰めた中でやらないと有効なアンケートにならないと考えているんで

すけれども、その点についてどういうふうな検討をされる予定なのか、お聞きしたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 

 

林商工業振興課長 

 山本委員の再質問にお答えを申し上げます。 

 まず輪厚工業団地の関係でございますけれども、大和ハウス工業につきましては、令和2年度から令和4年度まで

3区画で操業が開始となり、令和5年度につきましても1区画で操業が開始となる予定であります。また、その他の

区画におきましても、進出計画におきまして、令和6年度までに順次操業が開始される予定となっております。建設

に当たりましては、企業のニーズに合わせたオーダーメード型の物流倉庫や、複数企業が入居するマルチテナント型

の物流倉庫などが予定されており、各区画における継続した営業活動により商談を進めていると伺っております。ま

た、本市に対して進出検討企業から問合せがあった場合につきましては、大和ハウス工業と情報共有を図っていると

ころでありまして、引き続き早期立地に向けて連携して企業誘致に取り組んでまいりたいと考えているところであり

ます。 

 続きまして、買物不便者対策のアンケート調査の関係でございますけれども、平成 30 年度に実施いたしました前

回の調査結果におきましては、買物に不便を感じている方が 29.1％となっており、店舗までの移動手段が自動車と

いう方が 68.2％、自動車をご自身が運転している方が 58.6％という結果となっておりまして、自動車を使用して買

物をする方が多い状況となっておりましたけれども、一方で将来的な不安を感じている方も一定程度いるものと把握

をしておりました。前回調査から 5 年が経過をいたしまして、全市における高齢化率も前回調査時の 31.0％から令

和 5 年 1 月末現在では 33.7％と 2.7 ポイント上昇しておりまして、自動車を手放した方も増えているものと考えら

れますことから、不便を感じる方や支援ニーズが前回より増えているものと考えているところでございます。 

 アンケート調査の令和5年度の実施につきましては、できるだけ早期に実施をするとともに、設問の内容につきま

しても、前回調査をもちろん参考にしつつ、効果的な検討につながるような設問について検討してまいりたいと考え

ております。このほか、移動販売利用者などのニーズ把握や対応についても引き続き行ってまいりたいと考えており

ます。また、これまでに実施してきた取組以外の様々な取組の可能性につきましても、アンケート調査の結果そのほ

か他市町村の取組なども参考にして検討してまいりたいと考えているところでございます。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 山本委員。 
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山本委員 

 まず企業誘致のほうなんですけれども、よくこれは言われているんですけれども、企業誘致されて、誘致企業に対

してもっとその地域の企業とのつながりというのを強めてもらう。誘致すると往々にしてもう終わりみたいな形にな

っているんですけれども、地元に対する貢献というか地元企業との連携というか、そういうところを強めていただき

たいなと思います。苫小牧にトヨタが来たときに、もうずっとトヨタだけでやっていたんですけれども、やはり地元

にもっと貢献してほしいということを要望する中で、様々な部品調達ですとか発注ですとかというものをやったり、

一緒に開発したりとかというのを進めるという方向に大きく変わってきているという実績もあるんで、北広島の場合

は物流系が多いということもあるんですけれども、やっぱり地元経済とのつながりというのも非常に弱い気がするん

で、そこら辺のところを強める施策も並行して進めていただきたいなと思います。これについてコメントあれば言っ

ていただきたいなと思います。 

 それから買物不便のことなんですけれども、アンケート調査、市の職員の方いろいろ情報を得てアンケート調査や

るということなんですけれども、ぜひ例えば道都大学でもいいと思うんですけれども、やっぱり統計ですとかいわゆ

る調査手法、そういう専門的な人もいるんで、複雑なクロス集計なんかも使って分析するということも必要だと思う

んで、そこら辺の知見を使って効果的な調査をしていただいて対策につなげていただきたいなと思いますけれども、

これについてもコメントいただければと思います。 

 

佐藤副委員長 

 及川経済部長。 

 

及川経済部長 

 私からは企業誘致についてご答弁申し上げます。 

 地域企業と進出した企業とのつながりでございますが、委員おっしゃられましたとおり大変重要なことだと考えて

いるところでございます。今後につきましても、工業振興会などと連携し、市も間に入って新規進出企業と地元企業

の連携が深まるような施策につきまして、検討し実施してまいりたいと考えております。 

 私からは以上でございます。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 

 

林商工業振興課長 

 それでは買物不便者対策のほうについてお答え申し上げます。 

 アンケート調査の分析等でございますけれども、基本的には調査の実施に当たりましては、職員の作業で実施をす

る予定で考えておりますけれども、回答のあった内容の集計結果についての分析等につきましては、関係する専門家

の方のつながりもある方もいらっしゃいますので、そういった方のご意見なども参考にできるように今後調整してま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 小田島委員。 
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小田島委員 

 1点お伺いいたします。 

 観光振興事業の拡大の分でございます。説明資料 139 ページの附属資料 44 ページですけれども、エルフィンパー

ク市民サービスコーナーにおいて観光案内を行うという事業でございますけれども、具体的にサービスコーナーそん

なに広くないんですけれども、どの程度ここに観光案内のブースをできるのか、人員的な配置だとかいつからだとか

時間帯だとか、何をどういう形でやるのかというところも拡大の内容についてご説明いただきたいと思います。 

 お願いいたします。 

 

佐藤副委員長 

 橋本観光振興課長。 

 

橋本観光振興課長 

 小田島委員のご質問にお答え申し上げます。 

 観光事業の拡大につきましては、エルフィンパーク市民サービスコーナーにおける観光案内について、観光客の利

便性の向上を図るため、人員配置に係る予算を観光協会に交付をし、観光協会において観光案内を実施するものでご

ざいます。 

 開設場所につきましては、市民サービスコーナーの一角をお借りし、ちょうど入り口から入った左手になりますが、

人員1名を配置し運営をいたします。開設時期につきましては、オープン戦の前日となります3月 13 日からを予定

をしており、当面は観光協会と観光振興課が共同で対応をいたします。4 月からは観光協会が中心となり行うことと

なります。開設日は、3 月中は平日とオープン戦が実施される土曜、日曜、祝日。4 月からは市民サービスコーナー

の開設と同様となります。時間につきましては、午前9時から午後5時までを予定をしております。業務内容につき

ましては、パンフレットやタブレット等を活用し、市内の観光施設や飲食店情報、交通アクセス、また近隣自治体の

観光情報など、観光案内業務を中心に行っていくこととしております。 

 以上でございます。 

 

佐藤副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 意見ですけれども、取っかかりはあそこの場所で、あそこの左手ですから、平米数でいったら二、三平米ぐらいし

か持てないのかな。観光案内所といったら、いろんな紙媒体もあるしタブレットでやる部分もあると思うんですけれ

ども、ぜひ、僕はこの場所というのは過渡的な場所かなと思っていまして、少しやってみて分かるとも思いますけれ

ども、ニーズをつかんでいくとすれば狭小なのかな、狭いんじゃないかなという気もしないでもないんで、引き続き

そこら辺の動向をきちっと把握をされて、次のステップアップの対策もぜひ考えていただければありがたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

 

佐藤副委員長 

 ほかに。 

 人見委員。 
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人見委員 

 私からは2点質問いたします。 

 まず買物不便者対策事業、予算書 137 ページ、附属資料 43 ページですけれども、この予算書の中での拡大のとこ

ろの費用というのが、この調査の費用と考えていいんでしょうか。まずそれが1点です。 

 そして観光振興事業、予算書 139 ページで附属資料 44 ページです。今も質問の答弁ありましたけれども、例えば

これ1名体制というような感じで今受け取ったんですけれども、開設時間が9時から17 時ということですが、実際

試合始まるのは、ナイトゲームは 18 時からだと思うんです。だとしたら時間的にこの時間がいいのか、それともも

うちょっと 18 時までということで、頭を遅くしてでもそういうふうな試合の時間と対応したような形がいいんじゃ

ないかと思うんですけれども、その点についてお尋ねします。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 

 

林商工業振興課長 

 人見委員の買物不便者対策の部分についてお答えを申し上げます。 

 令和 5 年度の予算につきましては、買物不便区域にお住まいの 65 歳以上の方を対象としたアンケート調査にかか

る費用を計上しておりますけれども、内容につきましては、返信用封筒の印刷製本費が1万8千円、発送及び返信に

かかる郵便料として43万3千円、計45万1千円という内容となっております。 

 

佐藤副委員長 

 橋本課長。 

 

橋本観光振興課長 

 人見委員のご質問にお答えいたします。 

 観光案内所の開設時間につきましては、当面は先ほど申し上げた午前9時から午後5時ということで開設いたしま

すが、平日は閉鎖後も市民サービスコーナーは開設していますので、サービスコーナーの職員の方に、観光案内所が

閉まった後の観光客の動向等もしっかり確認した上で、開設時間については観光客のニーズ動向を踏まえ、将来的に

は変更も含めて適切に対応していきたいと考えております。 

 

佐藤副委員長 

 人見委員。 

 

人見委員 

 では再質問を行います。 

 まず買物不便者対策事業ですけれども、今市内では移動販売業者3者あると思うんですけれども、今後の見通しと

か何か情報とかがあればお聞かせください。 

 それから観光振興事業に関しましては今伺いましたけれども、この辺もやっぱり将来的に柔軟な対応をしていただ

くように、これは意見として言わせていただきます。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 
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林商工業振興課長 

 人見委員の再質問にお答え申し上げます。 

 移動販売の利用状況と今後の拡大につきましてですけれども、コープさっぽろと連携をした移動販売車、おまかせ

便カケルの運行につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大による外出自粛等の影響により、令和2年度以降

は食料品などの購入が増加をし、日常的な買物の手段として移動販売を選択する方も増えてきており、売上げのほう

は増加傾向で推移していると伺っております。これまで利用状況や地域からの要望などを踏まえ、コープさっぽろと

意見交換を行いながら、毎年運行経路の変更や販売場所の追加などの対応を随時行ってきたところでございます。令

和5年度につきましても、運行に関して定期的に情報交換を行いながら地域からの要望に基づき、運行エリアの拡大

などについても検討するなど、持続可能な取組となるようコープさっぽろとさらなる連携を図ってまいります。また、

そのほかにも移動販売を運行している事業者がおりますことから、買物不便区域の解消に向けまして、積極的に意見

交換を図ってまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 人見委員。 

 

人見委員 

 買物不便者対策事業についてですけれども、昨今、高齢者の車の事故とかいろいろなことがニュースで毎日報道さ

れております。商工業振興課のほうでもこの買物不便者対策いろいろやっていただいておりますけれども、やはりこ

れ1つの課だけでやるのは結構限界があるのじゃないかと思うんですよね。そういう意味では、例えば企画課で公共

交通の問題、それから高齢者支援課の免許返納の問題、こういうところを市役所の課の枠を飛び越えて、縦断的にや

っていく必要があると思うんですけれども、これは私の意見ですけれども、それに対して見解があればお願いいたし

ます。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 

 

林商工業振興課長 

 人見委員の再質問にお答え申し上げます。 

 ただいま委員おっしゃったように、公共交通に関する部分、そして高齢者がかなりこの対象になってくると思われ

ますことから、企画財政部、保健福祉部、当然こういった部局とは連携を図りながら、それぞれの部局で把握してい

る情報などももちろんあると思いますので、そういった情報共有を行いながら、買物不便者対策の取組について検討

実施をしてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 1点だけお聞きいたします。 

 中小企業者等融資事業、137ページ。中小企業の融資制度の令和4年度の実績と令和5年度の見込み、それから傾
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向等あれば解説をお願いします。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 

 

林商工業振興課長 

 藤田委員のご質問にお答え申し上げます。 

 中小企業者等融資制度の実績と見込みについてでございますが、今年度、令和4年度の実績につきましては、1月

末現在で全体の件数が73件、融資額が7億5,783万円となっているところであります。種類別では、運転資金が31

件で4億8,440万円、設備資金が15件で1億4,565万円、小口起業資金が25件で1億1,778万円、新規創業資金が

2件で1千万円となっております。 

 新年度の見込みにつきましては、経済情勢などの影響もございますので、現時点で正確な数値を見込むことは難し

いことから、金融機関との意見交換などに基づきまして、当初予算では件数で 100 件、融資額で 10 億円程度を見込

んでいるところでありますが、毎月の融資状況などを確認しながら、見込みを超える状況になった場合には、金融機

関等と協議を行い、随時対応してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 再質問で、このコロナ禍から経済活動も少しずつ活発になりつつあるのかなという気配はありますけど、市内の状

況として、いわゆる設備資金のほうの需要が令和5年度は拡大傾向となりそうなのか、市としてのその辺の分析はど

のように考えているのか、答えられる範囲で見解をお願いします。 

 

佐藤副委員長 

 林課長。 

 

林商工業振興課長 

 藤田委員の再質問にお答えを申し上げます。 

 今年度の利用状況についての分析でございますけれども、まず令和2年度について、新型コロナウイルスの感染症

の影響で、資金需要がかなり増加したというところで、前年の令和元年度と比較したときに、2 倍以上の総額 26 億

円という融資額となっておりましたけれども、令和3年度からは一定程度の資金確保ができたことや、一部返済が開

始した融資などもありますことから、利用は落ち着いておりまして、全体としては令和4年度につきましても同様の

利用状況となっております。ただ、設備資金につきましては、ある程度経済情勢が落ち着きつつある部分もありまし

て、4 年度の実績で申し上げますと、先ほど実績としては 15 件で 1 億 4,560 万円ということで申し上げましたが、

こちらのほうが令和3年度の同期比較ですと115.4％、コロナの影響を受けた令和2年度の同期比較でいくと150％

ということで、ある程度伸びている状況になりますので、企業についてもそういった、改めて今後の計画というのを

見直した中で、設備投資にも力を入れ出しているんではないかと捉えているところでございます。 

 以上であります。 
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佐藤副委員長 

 ほかにありませんね。 

 通告をしていない委員の質疑はありますでしょうか。 

 ないようですね。 

 以上で、経済部所管の商工労働費の質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前11時27分 

再 開  午前11時28分 

 

佐藤副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 次に、土木費の質疑を行います。ただし、土木費の都市計画費の下水道事業費は除きます。 

 それでは、山本委員。 

 

山本委員 

 私からは、照明灯維持補修事業、予算書149 ページで附属資料34 ページなんですけれども、これ街路灯のLED 化

ということなんですけれども、このLED化の実績と、5年度のどこまで進めようとするのか、それから全てのLED化

が終了するのはどういうふうなスケジュール感なのか、教えていただきたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 北口土木事務所長。 

 

北口土木事務所長 

 山本委員のご質問にお答えいたします。 

 道路照明灯につきましては、令和5年2月末現在で、全部で2,083灯のうち693灯をLED化しておりまして、割合

は約 33％となっております。令和 5 年度につきましては、照明灯改修工事と電球の球切れによる電球のみの交換で、

合わせて約90灯をLED化する見込みでありまして、現在のペースで進めますと、LED化が完了するまでには15年か

かると見込んでいるところです。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 これ市長が、市としてゼロカーボンを宣言して、設備についてはLED化を進めるとなっているわけです。これは、

いわゆる建物だけじゃなくて、当然その町なかの街灯も含まれると思うんですけれども、この 15 年かけて市内の

LED 化進めるというのと、このゼロカーボン化を 2030 年までに向けてやるということについては、かなり差がある

考え方だと思うんですよね。そういう意味では、ゼロカーボンの担当の環境セクションでは、いろんなセクション、

全庁的に連携取って進めるんだと言っていますけれども、土木部として、すみません、建設部として、この部分、加

速はして、ゼロカーボンの市長の宣言に向けて努力するという考えはないのかどうか、お聞かせ願いたいと思います。 
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佐藤副委員長 

 北口所長。 

 

北口土木事務所長 

 山本委員の再質問にお答えします。 

 先ほど申し上げたとおり、現在のペースですと 15 年かかってしまうのですが、ゼロカーボン、地球温暖化対策の

政府実行計画を踏まえて、今後もLED化の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 質問じゃないんですけれども、ぜひこの新しい整備計画、当然予算も伴うんで財政課とも協議しなきゃならないと

思いますけれども、ぜひ、建設部としても街灯だけじゃなくて、ゼロカーボンに向けての取組を加速していただきた

いということを強く求めて、終わりたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 ほかに。 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 1点質問いたします。 

 自転車駐車場管理事業、予算書147ページです。附属資料に適切な運営管理とうたっておりますけれども、その適

切な運営管理とはどのようなことを指しているのか、また防犯カメラ等の設置の考えはあるのか、お聞かせください。 

 

佐藤副委員長 

 北口所長。 

 

北口土木事務所長 

 大迫委員のご質問にお答えします。 

 適切な運営管理といいますのは、例えば自転車の盗難の防止のため施錠を促すポスターを貼ったり、巡回の時間を

変えるなどしての防犯対策ということを考えております。防犯カメラにつきましては、今後の利用状況を見て設置の

検討をしてまいります。 

 以上でございます。 

 

佐藤副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 今言われておりました盗難の防止、巡回をして盗難の防止もしていると思いますけれども、あそこの自転車の盗難

というのはやっぱり後を絶たない状況です。そのような状態で適切な運営管理と言えるのかどうかです。新しい自転
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車ほど盗難に遭う確率が高いです。盗難されて買ったばかりの自転車がまた再度盗難されてしまうと、そういうお話

も聞いたこともございます。防犯カメラを設置し、防犯抑止力として設置をする考えはないのか、再度質問します。 

 

佐藤副委員長 

 北口所長。 

 

北口土木事務所長 

 大迫委員のご質問にお答えします。 

 防犯カメラにつきましては、現在エルフィンパーク内に、自転車駐車場の近くを含め 15 台あるところですけれど

も、今後につきましては、他の事業者によるカメラの設置も考えられますので、必要に応じて検討してまいりたいと

考えております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 ほかの誰かが設置してくれるのを待つんではなくて、きちんと運営管理責任者として設置すべきと思います。これ

要望しておきます。 

 あと、団地地区ですとか東部地区の方たちは、今回ボールパークに行くのにシャトルバスが出る北広島駅へ自転車

で行かれると思います。そこからシャトルバスが乗る人も多分出てきます。そうしますと現在の駐輪場の台数、駐輪

台数で足りるのかオーバーしないのか、現在の駐輪場スペースを拡大する考えはないのか。また、ボールパークの付

近で駐輪場を設置されるということでありましたけれども、既にこれは設置されているのか、またこれから設置する

のか、いかがでしょうか。 

 

佐藤副委員長 

 北口所長。 

 

北口土木事務所長 

 大迫委員のご質問にお答えします。 

 現在は駅周辺に4か所あります自転車駐車場に駐車する利用客につきましては、令和4年度の晴天時における実績

では1,092台の駐車可能台数に対しまして633台が駐車している状況であります。現段階におきましては、一定程度

の増加には対応できるものと考えているところです。次に、ボールパーク周辺に関しましては、周辺の 2 か所で計

333台分の駐輪場を整備したところであります。 

 以上でございます。 

 

佐藤副委員長 

 次に。 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 予算書145ページ、それと附属資料33ページにあります、ふゆトピア・フェア2024開催事業のことについてお伺
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いしたいと思います。 

 新規事業で300万円予算計上しておりまして、雪国の雪と「親雪」といいますか、雪と親しむというフェアだと思

いますけれども、これが開催に至った経過とか開催の頻度とか、どういう形でふゆトピアの開催地が決まってきてい

るのかとか、どんな内容で北広島がしようとしているのか、過去道内でも何か所かあったと思いますけれども、そこ

らを参考にしてやるのかどうなのか。冬ですから何月に予定をしているのかというようなことも含めて、どういう規

模、どういう内容で行うのか、具体のところお聞かせいただきたいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 中居庶務課長。 

 

中居庶務課長 

 ただいまの小田島委員のご質問にお答え申し上げます。 

 どういった経緯で本市がその開催地ということになったのかという点に関しましては、札幌開発建設部さんのほう

から、こういう事業があるんだけれどもというご紹介はいただいたところであります。その後、本市、札幌開発建設

部、あと候補地になっているほかの自治体も含めてどこにするかという検討がされ、最終的には昨年末に準備会で市

が開催をすることに決まったところであります。 

 この開催の詳細についてですけれども、国、北海道、本市またほかの関係団体で構成します実行委員会が6月頃に

発足する予定となっております。その中で細かい部分については検討されていくことになります。開催日のほうもこ

の中で正式に決定されることとなっております。 

 開催内容についてでありますけれども、過去の開催、直近の北海道では苫小牧市、その前が函館市での開催であり

ましたが、そのときに行われていた内容をご紹介することはできますので、その点についてご説明させてもらいます。 

 大きく分けてシンポジウム、研究発表展示会が開催されており、シンポジウムで基調講演ですとかパネルディスカ

ッションを行っていました。それから研究発表では、先ほど委員がおっしゃられたように、冬季の安心安全な生活、

地域性を生かした観光、産業振興についての発表が行われました。また展示会では積雪寒冷地における快適な冬の生

活環境づくりや防災力向上に関する雪対策技術、あと製品に係る展示が行われました。屋外でも除雪機械の展示、除

雪の実演会が実施されていたようです。規模ということですけれども、その参加者は、道内はもとより東北、北陸地

方をはじめとした道外から広く来場されまして、延べで5千名を超える規模であったと伺っております。ちょっと申

し遅れた点もあります。先ほど札幌開発建設部のほうからの打診の話をさせてもらいましたけれども、本来このふゆ

トピアのイベント自体は北海道開発局、東北地方整備局それから北陸地方整備局、この3か所で持ち回りの、輪番で、

3 年に一度開催されているところであります。本市の開催が 38 回目ということで、歴史ある規模のイベントとなる

かと思います。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 ありがとうございました。 

 3 年に一度、3 地域の北海道、東北、北陸の 3 地域の持ち回りということであります。軌を一にしてボールパーク

の開設と同じ年度に開催をされ、多くの人が往来するということでございますので、ぜひホスピタリティというかお

もてなしの精神も十分生かしていただいて、成功裏に導くように、地元としても実行委員会のほうでしっかりと企画

を練ってやっていただければありがたいなと思います。 
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 以上でございます。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 永井委員。 

 

永井委員 

 ボールパーク関連の市道整備事業について伺います。153 ページの予算書、繰越明許も含んでいます。あと資料が

35 ページです。具体的な事業内容について、次年度の事業内容について伺います。現状の進捗状況も、先日の特別

委員会のほうで詳しく説明がなかったかなと思いましたので、現状の進捗状況も含めての次年度の事業内容について、

伺います。 

 

佐藤副委員長 

 中垣ボールパーク施設課長。 

 

中垣ボールパーク施設課長 

 永井委員のご質問にお答え申し上げます。 

 ボールパーク関連の市道整備事業の具体的な事業内容についてでありますが、国道274号へ接続する新たなアクセ

ス道路の西裏線の調査設計や工事を実施いたします。主なものとしまして、道路の構造物の設計や用地測量、環境調

査などの委託料で1億120万円、工事用道路の設置及び水辺の広場付近における橋梁の下部工事などの工事請負費で、

令和4年からの繰越しも合わせて8億7,597万円、その他事務経費などを含めて合計9億8,069万6千円となってお

ります。西裏線の現在の進捗状況についてでございますが、今年度末におきまして JR 千歳線北側と道道きたひろし

ま総合運動公園線の合流部について工事を行ったところでございます。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 環境調査のほうですが、具体的な環境調査の内容といいますか、そちらのほう市民団体からも多分要望が出てきて

いるかと思いますけれども、伺います。また今後の事業完結に向けて、事業費用自体が減額傾向になっていくかと思

いますけれども、今後の整備事業に関わる市債だとかあと国、道からの支出金の見通しなど教えていただければと思

います。予算の資料のほうでは交付税などの増加が見込まれるということが記載されていますけれども、その見通し

について伺います。また後日で構いませんけれども、これまでの事業開始以降の費用の総額と内訳と事業費の推移な

ど、これ繰越明許含めた推移を議会のほうに出していただければと思いますけれども、ちょっと伺います。 

 

佐藤副委員長 

 中垣課長。 

 

中垣ボールパーク施設課長 

 再質問にお答え申し上げます。 

 市道西裏線の整備に係る環境調査につきましては、JR 線路北側の工事用道路設置箇所におきまして、工事着手前
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に重要種の有無などを確認し、工事区域内で重要種が確認された場合は移植などの保全対策を実施してまいります。 

 次に、西裏線の整備事業の事業費内訳についてでございますが、こちらは国の交付金を活用して進めております事

業で、補助率は10分の5となっております。 

 次に、ボールパーク関連の市道整備事業に係る今までの事業費の総額についてでありますが、平成 30 年度から今

年度執行見込額までの合計としまして、85億1,688万4千円となっております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 よろしい。 

 

永井委員 

 資料要求します。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 私のほうから、ふゆトピア・フェアについては先日中居課長とお話ししたんで、確認しましたので結構です。 

 舗装補修事業の予算の149、附属の34。当市の場合の補修の状況というか情報収集等についての現況について、ま

ずお知らせいただきたいなと思います。 

 

佐藤副委員長 

 北口所長。 

 

北口土木事務所長 

 島崎委員のご質問にお答えします。 

 補修の情報収集につきましては、主にパトロールにより確認しているところですが、ほかに電話による通報や、ホ

ームページからの情報が寄せられておりまして、その都度対応しているところでございます。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 今のところのお答えするのと、もう2つありましたんで、これからお話しします。 

 南9号線の道路の改築事業についても、東の里の遊水地へのアクセス道路となると思うんですけれども、これにつ

いての事業の予定についてお知らせをいただきたい。 

 それから、都市公園整備事業についてです。かねてからお話ししていますとおり、新年度で Park-PFI 等の準備、

今検討の予算化等しているのかということをお伺いしたいと思います。 

 舗装の補修事業について再度お尋ねしますけれども、恐らく所長も把握されていると思うんですけれども、他市で

は、例えば小樽とかではメールフォーム、それから関東のほうでは相模原、生駒、東京都内全域、神奈川、横浜、こ
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れスマホの道路通報アプリということをやっています。道路の穴、ガードレール、街路樹、ます、側溝、カーブミラ

ーとそういったものを写真に撮ってアプリで送るというようなことを、それからそういったフォームの通報アプリと

いうものをつくっているところもあります。これ市で今回 LINE アカウントをつくってそういったことも周知しまし

たので、その中で十分対応できるんじゃないかなと思うので、来年、令和6年ですか、あたりに向かって検討してい

ただきたいと思いますけれども、その点についてご見解をお伺いしたいと思います。3点です。 

 

佐藤副委員長 

 北口所長。 

 

北口土木事務所長 

 島崎委員の再質問にお答えします。 

 おっしゃるとおり、LINE を使ってそういう通報を受けられるというシステムにつきまして、令和 5 年度からの実

施に向けて、今考えているところで、準備しているところでございます。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 藤本都市整備課長。 

 

藤本都市整備課長 

 私のほうからは、市道南9号線の道路改修事業とPark-PFIについてお答えいたします。 

 まず市道南9号線道路改築事業についてでありますが、令和5年度に計画しております事業内容につきましては、

排水路の交差部におけるボックスカルバートの設計、用地測量、あと一部用地の買収を計画しております。 

 続きまして、Park-PFI の市場調査につきましては、サウンディング型の市場調査として、費用がかからない市の

ホームページや、一般社団法人公園緑地協会が運営管理しておりますPark-PFIに特化したサイトのPark-PFI推進支

援ネットワークを活用する予定であります。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 南9号線に関しては、決特のときに私もお話しさせていただきましたように、これ道路まず優先すべきで、東の里

遊水地の活用に向けてやっていきたいということだったと思うので、これについては予定どおりというか、早めにや

っていただきたいと思って、その後の遊水地の活用についてつなげていただきたいと思っています。 

 もう一つ、都市公園整備のほうの Park-PFI についてなんですけれども、予算案に計上、特にはされていないよう

なんですけれども、そのサウンディング調査等に当たっての手法についてはどのようにするのかということをお聞き

したいと思います。 

 

佐藤副委員長 

 藤本課長。 
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藤本都市整備課長 

 まずサウンディング型市場調査に当たりましては、実施要領等を作成しまして、その中で募集要項、募集条件です

とかを検討しながら進めていきたいと思います。今その実施要項の作成に当たりましては、今後市内関連部局等との

打合せをしながら固めていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんか。 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 2つの事業について伺います。 

 まず、緑化推進事業について伺います。予算書155ページ、附属資料は39ページです。 

 この緑化推進事業は、文字のとおり緑化を推進する事業ということなんですけれども、このうち誕生記念樹贈呈事

業について。こちら子どもの誕生をお祝いして、健やかな成長と緑に親しむ心の育成を目指しという目的で行われて

いると資料で拝見しています。1994 年から、出生届を出した際に苗木や観葉植物の贈呈がありますよという情報提

供が行われているということで、市の花と木、ツツジ、カエデですね。または植樹ができない生活環境の方向けに室

内用の観葉植物も送られるということで、配送料込みで1件当たり約3千円で配付されているというのは以前の質疑

の中で確認しています。新年度予算の421万9千円のうち、誕生記念贈呈に関する予算は幾らなのか伺います。また、

この記念樹の贈呈というのは、出産された家庭全てに送られてきているのか、贈呈状況について併せて伺います。 

 次に、街路樹補植事業について質問します。予算書149ページ、附属資料は34ページです。 

 予算としては100万円ということで、空きの植樹ますの補植をするということですけれども、以前の佐々木議員の

一般質問においても、その市内の空きます状況、約800か所超あるということに対して、1年間で9本の補植をして

きたという、そのときの答弁ではありました。この予算100万円をもって新年度補植する予定の本数、あと補植する

通りといいますか、街路樹のエリアはどのように検討しているのか、伺います。 

 

佐藤副委員長 

 藤本課長。 

 

藤本都市整備課長 

 私のほうからは誕生記念樹贈呈事業についてお答えいたします。 

 まず令和5年度の誕生記念樹の予算でございますが、運搬費等も含めまして70万2千円を計上しております。 

 これまでの実績と実施方法につきましては、出生時に住民登録のあった新生児を対象としまして、往復はがきをお

送りしております。その中でカエデ、ツツジの苗木ですとか、幸福の木と呼ばれるドラセナ、青年の木と呼ばれるユ

ッカの4種類の中から選択をしていただき、返信のあった希望者へ配達を贈呈をしております。贈呈率につきまして

は、過去 3 年間の平均で約 57％となっております。なお今年度の贈呈率につきましては、見込みではありますが、

60％を見込んでおります。あと樹種別の内訳につきましては、カエデが約15％、ツツジが24％、ドラセナが41％、

ユッカが20％となっております。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 北口所長。 



R5.3.7【令和 5年度 予算審査特別委員会】個別質疑 3日目 

 

33 

 

北口土木事務所長 

 鶴谷委員の街路樹補植事業についてお答えいたします。 

 令和5年度の街路樹補植につきましては、緑陽通線で6本の予定となっております。路線の選定につきましては、

近年は緑陽通線で補植を行っていますが、緑陽通線はカーブが多い区間なので、街路樹を植えることによって視線誘

導の役割も果たしますことから、現在は緑陽通線で進めているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 分かりました。 

 街路樹補植事業のほうでなんですけれども、質問ではありませんが、予算枠で行っていくというところで、たくさ

ん、約800ますのあるこの空きますの補植というのはなかなか進まないんだろうなと、佐々木議員の質問のときにも

800か所超に対して1年で9本ということで、すごい年月がかかるという答弁があったのを記憶していますが、やは

り街路樹は、今ただいま視線誘導の役割もあるということをおっしゃっていましたけれども、やっぱり市民がふだん

の生活の中で身近に感じられる緑であって、町並みや景観づくりの観点というところからも整備が進むことを求めた

いと思います。 

 今回 2つ、緑化推進と街路樹補植に関して質問しましたけれども、2つ合わせて関連しての発言になりますが、私

の以前の予算質疑の中で、小学校入学とかお子さんが成長する過程において、記憶に残る記念のタイミングで贈呈す

ることも検討してはどうかということを提案したことがあります。お子さんに限らずとも北広島市に、この本市にマ

イホームを新しく構えるときですとか結婚ですとか、家族の記念日などに、そういうときにも贈呈できる仕組みを、

仕組みづくりに見直しを検討するというのを参考にしてくださいということで提案をしてきた経過があります。 

 本州の取組例ですけれども、大阪府において、市民がまちの緑づくりに参加するマイツリー事業というのが市民参

加型で行われている緑化事業があります。大阪は大阪城ですとか、まちが大きいですし、歴史のゆかりのある町並み

とかもあることからきっと考えられているんだろうなと思うんですけれども、植える通りやエリアの樹木によって、

市民がただ植樹に参加するのではなく、1口 3万円ですとか、これ大阪府さんの例ですけれども、1口 1万円、それ

もグループで参加できるみたいなそういうメニューがあります。市民も植樹費用の提供をもって参加するというのが

いいなと拝見しました。先ほど言ったように、誕生記念、結婚だったりあと定年で退官されるときの記念だったり、

会社の創立記念やお祝い事で、法人の方が参加されるのもいいと思うんです。そういう記念の植樹が思い出の形とし

て地域の緑を増やしていく、そして景観の保全にもつながっていくという取組を、本市でも、これからたくさんの方

が来訪するまちになるという視点でも、ぜひ検討していただきたいなと思います。 

 本市のこの街路樹補植等緑化推進の事業、記念樹贈呈の企画としてコラボした企画がしていけるように検討してい

ただきたいということを要望として申し上げて、質問を終わります。 

 

佐藤副委員長 

 いいですね。 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午後0時00分 

再 開  午後0時00分 
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佐藤副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 それでは、簡潔に3点ほど質問したいと思います。 

 まず市道整備事業（補助）、輪厚三島線道路改良事業ですけれども、これの令和5年度はどこまでやるのか、それ

と完成スケジュールはどのような予定でいるのか、お聞きをいたします。 

 それから2点目。住宅管理費、予算書156ページ。令和4年度現在の市営住宅の年代別の入居構成をお聞きします。

いわゆる20代、30代、40代みたいな形で、どのような年代構成の方が入居されているのかお聞きします。 

 それから3番目。ページ数なしで公共事業の労務単価についてお聞きします。令和5年度の予算編成における労務

単価はどの時点を基準に積算して、このたび予算化したのか、そこをまずお聞きします。 

 

佐藤副委員長 

 藤本課長。 

 

藤本都市整備課長 

 私のほうからは、まず三島線と労務単価についてお答えいたします。 

 まず、市道整備事業（補助）の輪厚三島線についてでありますが、令和5年度につきましては、キャンプ場側の約

150 メートルの整備を予定しております。令和 6 年度以降につきましては、国道 36 号側の工事を進めて令和 9 年度

の完成を予定しております。 

 次に労務単価についてでありますが、令和5年度の予算につきましては、予算策定時点で最新の労務単価を使用し

て積算をしております。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 吉岡建築課長。 

 

吉岡建築課長 

 私のほうからは、市営住宅における年代別入居構成のご質問についてお答えいたします。 

 市営住宅契約者の入居構成につきましては、令和5年2月1日現在では、20代では3世帯で1％、30代は20世帯

で6.4％、40代は40世帯で12.7％、50代は49世帯で15.6％、60代は59世帯で18.8％、70代は90世帯で28.7％、

80代以降は53世帯で16.8％となっているところであります。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 じゃあ再質問します。再質問2つ。 

 市営住宅のほうですけれども、今年代別にいくと 20 代が 1％、30 代が 6.4％、いわゆる若い世代が非常に入居状
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況が少ない。先日国土交通省が、子育て世帯が公営住宅に優先的に入居できる取組の方針を決めました。住まいの確

保に困る低所得者の子育て世帯を支援する狙いで、先行する自治体の同様の事例を紹介し、各自治体に対応を促すと

いうことが発表されました。本市として、このような国の方針が打ち出されたわけですけれども、この公営住宅にお

ける子育て世帯の優先入居、これはどのように考えていくのか、現在の見解をお聞きします。 

 それから、公共事業の労務単価。これも先日国交省から、公共事業の予定価格を算出する基準賃金、これに関して

全国全職種平均で 5.2％引き上げ、2 万 2,227 円を改定すると発表をしました。今後この流れが自治体や民間の工事

の賃金上昇につながることを期待しているとこのような発表も国交省から出ておりますけれども、市として公共事業

のこれからの発注、それから新年度工事内における単価見直し等々含めてどのように対応するのか、この2点をお聞

きします。 

 

佐藤副委員長 

 吉岡課長。 

 

吉岡建築課長 

 市営住宅における子育て世帯の優先入居についてでありますが、本市の入居選定に当たっては、既に子育て世帯に

配慮しておりますが、今後も国の動向を注視してまいりたいと思っております。 

 以上であります。 

 

佐藤副委員長 

 藤本課長。 

 

藤本都市整備課長 

 労務費の見込み、また基準についてでありますけれども、工事や委託業務を発注する際には、積算基準日における

最新の労務単価を使用して積算を行っておりますので、古い単価を使うことはございません。 

 以上です。 

 

佐藤副委員長 

 ほかにありませんね。 

 以上で建設部所管の土木費の質疑を終了いたします。 

 以上をもちまして、本日予定の審査は、終了いたしました。 

 お諮りいたします。本日の委員会はこの程度にとどめたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

佐藤副委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 本日はこれにて散会といたします。本日は大変ご苦労さまでした。 

 

午後0時06分 

 

副委員長 


